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  議 事 係 長  中 山 達 郎 

  書         記  山 内 千 洋 

 

 〇議 事 日 程             

  第 １ 一般質問             

                              

開 議 午前１０時００分 

〇議長（藤野博三君） ただいまから令和７年余

市町議会第１回定例会を再開いたします。 

 ただいまの出席議員は16名です。 

 よって、定足数に達しましたので、会議は成立

いたしました。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                              

〇議長（藤野博三君） 日程第１、昨日に引き続

き一般質問を行います。 

 順次発言を許します。 

 発言順位４番、議席番号５番、内海議員の発言

を許します。 

〇５番（内海冨美子君） 令和７年第１回定例会

に当たり、さきに通告の１件を質問いたします。

答弁のほどよろしくお願いを申し上げます。 

 件名、西部地区のまちづくりについて。余市町

では、まちづくりの最上位計画である第５次余市

町総合計画の下、余市町都市計画マスタープラン

や余市町立地適正化計画のコンパクト・プラス・

ネットワークの考え方を踏まえ、急激な人口減少

や少子高齢化への対応が取られ、住みよいまちづ

くりが進められています。これまでの現状分析な

どを踏まえ、余市発祥の地である西部地区につい

て、以下お伺いします。 

 １、都市計画マスタープランは、見直しがされ

てから１年が経過しますが、西部地区では計画に

基づいてどのような取組を実施したのか。 

 ２、令和５年度と令和６年度の西部地区におけ

るデマンド交通の試験運行の利用実績について。 

〇町長（齊藤啓輔君） ５番、内海議員の質問に

答弁します。 

 １点目の都市計画マスタープランに基づく取組

についての質問ですが、都市計画マスタープラン

は長期的な視点で市町村の都市計画に関する基本

的な方針を定めるもので、都市づくりの理念や目

指すべき都市像、地域別の整備方針等を総合的に

示し、具体の都市計画をはじめとしたまちづくり

の施策の根拠となるものです。このため、この都

市計画マスタープランでは個別具体的な施策は掲

載しておらず、この基本方針に基づき、各種施策

の検討を行うこととなります。 

 余市町都市計画マスタープランは、計画期間を

令和６年度から令和25年度の20年間として令和６

年３月に見直しを行っており、ご質問にありまし

た西部地区についても余市発祥の地であるものの

空き家や空き店舗が目立ち、新たな魅力を付加し

て活性化を図ることが必須との課題を整理し、富

沢町の商店街を地域商業拠点、余市港から道道余

市港線沿線を産業拠点、円山公園を市民レクリエ

ーション拠点とそれぞれ位置づけ、これらをつな

ぐ国道229号、道道余市港線等の各種道路網と併せ

て目指すべき都市像を定めており、将来に向けて

コンパクトで持続可能な都市づくりを進めていき

ます。 

 ２点目の西部地区のデマンド交通の利用実績に

ついてですが、令和５年度は令和６年１月から２

か月間、梅川、沢、豊丘地区で運行し、運行回数

25回、乗車人数78人となっています。令和６年度

は、梅川、沢、豊丘地区に加え、港、富沢地区で

運行し、令和６年８月から令和７年２月末までの

運行期間のうち、１月末時点で運行回数137回、乗

車人数380人となっています。 

〇５番（内海冨美子君） 都市計画マスタープラ

ンと立地適正化計画は、ただいま町長がおっしゃ

ったように令和６年度３月から25年度の20年間を

社会情勢の変化や余市町の都市動向を考慮した状
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況に応じて見直しも行っていくとありました。 

 コンパクト・プラス・ネットワークのまちづく

りが進められています。西部地区、中部地区、東

部地区と３エリアに大別されて、それぞれの地区

の構想が示されておりました。まほろばの郷地区

の開発が進んで、ＪＲ余市駅東西の発展を実感し

ます。 

 町長は、２期目をお迎えになられて、２期目を

残すところ４分の３、あと１年を残すところとな

ったと思いますが、余市町の発祥の地で区画も碁

盤の目の整備にされたまちづくりがなされており

ます。この西部地区を都市計画機能、施設も充実

し、まさしくコンパクトシティーではないでしょ

うか。このような西部地区を町長はどのように捉

えていらっしゃるのでしょうかお伺いいたしま

す。 

〇町長（齊藤啓輔君） ５番、内海議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 西部地区の捉え方の質問ですけれども、先ほど

答弁したとおり、余市発祥の地であるというよう

な認識ではあります。一方で、先ほども答弁しま

したが、空き家等や空き店舗が目立っているとこ

ろから、新たな魅力を付加して活性化を図ること

が重要ということでございます。 

〇５番（内海冨美子君） そもそもがこの都市計

画でこの一般質問をさせていただくに当たって

は、東部のほうですとか、ワインの関係で移住さ

れてきている方が多くなった登地区のことを考

え、それでまたワインのことでも町長もお力も入

れて進めていらっしゃるところから、このように

コンパクトにもともとまちづくりされている土地

でしたので、何となく見捨てられたではないです

けれども、ちょうどうまいこといろいろな施設も

ありますし、団地なども整備をすれば高台の安全

なところの土地も有していることから、利用価値

が高いのではないかと考えて、このように質問を

させていただきました。 

 西部地区のブロックの町政懇談会の中でも町民

からの多数の希望があって、それぞれ高齢化が進

行する中で移動の手段の確保について、余市町と

してどのように考えておられるのかですとか、や

っぱり沢町小学校とか地域の学校とかが老朽化し

ていることと、人口減によって学校もそのままそ

の地区に存在せずに統廃合されていくという状況

の中で、何とか地区の子供たち、地区の住民が今

ある施設を利用した中での生活をよりよい、潤い

を持つことができる生活をしていくために、もう

少し西部のところにも力を入れていただいた施策

はないものかと思うところなのです。今は名称が

違うのでしょうけれども、水産試験場ですとか、

また海上自衛隊の防備隊もございますし、人口も

増える可能性もあるのではないかと考えるところ

です。 

 町長は、こういったことを踏まえて、もうこれ

以上は何か可能性が失われずに、いずれ人口減の

予測になりましたら、そのときはどうしても存続

には難しいところも多々あるとは思うのですけれ

ども、人口が少なくなっても生まれ育った、慣れ

た町で老後を過ごすというような、そういった温

かい暮らしを進めていただけることができないも

のかと改めて、しつこいのですけれども、町長に

お伺いをさせていただきます。 

〇町長（齊藤啓輔君） ５番、内海議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 質問の趣旨が明確ではないので、要は西部地区

の発展にもっと力を入れてくださいというふうな

ことだと思いますけれども、先ほどお答えしたと

おり、全然手を抜いているわけでは全くなくて、

マスタープランに基づいて公営住宅ですとかだっ

たら長寿命化計画も行っておりますし、円山公園

についても新しいサテライトオフィスの整備とか

もしているわけです。このように西部地区、あと

デマンド交通も設定しているわけであって、ない

がしろにしているという指摘はもちろん当たらな
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いですし、生まれ育った土地で快適に過ごすよう

なことを達成すべく町としてはやっているわけで

あります。 

 何か内海議員の質問を聞いていたら、悲観的な

ニュアンスが漂っていますけれども、必ずしも私

はそうは思っていなくて、新しい店とかももちろ

んでき、海鮮の店とかもはやっていますし、結構

観光客の方も薫製を買いに行ったりしますし、あ

とは豊丘のほうでもワイナリーもどんどんでき

て、新しい投資なども入ってきていますので、そ

んなに悲観するべき事項でもないというふうに思

います。 

〇５番（内海冨美子君） 明確な質問ができなく

てあれなのですけれども、最初の答弁いただいた

ときだと、何かもう既に見放されてしまったのか

なと悲観的になってしまいました。 

 本当に今おっしゃったようにワイナリーもあり

ますし、養護老人ホームもありますし、学校も私

立でも幼稚園から保育所から全てそろって、養護

学校もありますし、高校もありますし、全て文教

地区としても成り立っていますし、それこそ今お

っしゃったように国道229号線で商店街を通って

くださる方々、大型のスーパーもございますし、

コンビニエンスストアも立て続けに２軒あって、

町としては本当に活気が持てるところではないか

と思っております。 

 それで、観光でいろいろ回っていただくような、

そういうルート、道も造っていられるようですし、

町のますますの西部のことに力を注いでいただけ

ればありがたく思います。 

 また、地区によっては、土砂警戒区域があるの

ですけれども、そこが山の所有の方も伐採してい

ろいろ土地があるのですけれども、大雨が降ると

近くの方のところへ水が流れてきたりだとかとい

うふうなこともあるように聞いております。その

防災の観点からも、その地区の土砂災害の警戒区

域の検査というか、調査のようなものは管理的に

なさっていらっしゃるのかお伺いいたします。 

 今のは、シリパ山のところに２か所あるところ

の話です。ちょうどうちのほうに向かって、土砂

災害があった場合は流れてくるというところなの

ですけれども。 

〇町長（齊藤啓輔君） ５番、内海議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 もちろんのり面のパトロールはしていますし、

のり面の木だとかの整備とかも、きちんと町有地

であればしているところでございます。 

〇議長（藤野博三君） 内海議員に申し上げます。 

 質問の内容がまちづくりについてということな

のですけれども、質問の内容が災害のほうに寄り

過ぎているように思います。もう少しその辺整理

した中で発言していただければと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

〇５番（内海冨美子君） 大変失礼いたしました。 

 地盤的にも土地柄的にも結構西部地区として

は、地区は安全であるのではないかと思って発言

をいたしました。 

 それと次に、先ほども少しお話しいたしました

が、デマンド交通の利用のことですけれども、こ

れは２月で試行運転が終わりましたけれども、地

区の方は、やはり循環バスが富沢５丁目から神社

の前を通ってとかという感じになって、港町を通

ってとかというルートがあったらありがたいとい

う気持ちもあるのです。この利用の回数と人数は

想定されているものであったのでしょうか伺いま

す。 

〇町長（齊藤啓輔君） ５番、内海議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 この試行運転については、今年度も続けまして、

交通の協議会を開いて運行についての細則という

か、どういうふうなのが一番適切なのかを決めて

いくということでございます。 

〇５番（内海冨美子君） 今年度も試行運転がま

だ続くということで受け止めてよろしいのでしょ
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うか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ５番、内海議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 今年度は試験運行ですね。それで、来年度から

本格運行に移行するということでございます。 

〇５番（内海冨美子君） まとまらずに大変申し

訳ないことでございました。 

 とにかく新しくデマンド交通も利用して、地区

の方々が利用して、病院ですとかいろいろ利用さ

れているので、思った以上に利用されているのだ

なという思いでございます。 

 どちらにいたしましても、まだ西部地区の活用

するべきところがたくさんあると思いますので、

東部のほうに集約されていって、コンパクトなま

ちづくりになるのでしょうけれども、もう少しの

時間の猶予があると思いますので、西部のまちづ

くりについてご尽力いただきたいと思います。 

〇議長（藤野博三君） 内海議員の発言が終わり

ました。 

 発言順位５番、議席番号１番、山本議員の発言

を許します。 

〇１番（山本正行君） 令和７年第１回定例会に

当たり、さきに通告いたしました一般質問１件で

ございますが、答弁よろしくお願いいたします。 

 新型コロナウイルスワクチン接種について。先

日の北海道新聞記事によると、道内で新型コロナ

ウイルスの感染者が初めて確認されてから丸５年

が経過いたしました。2024年の道内の感染者数は、

指定医療機関のみの定点把握で約８万1,500人だ

が、感染のピークだった2022年の４割程度となり、

専門家は全数把握にすれば46万人超だと推計して

います。診察を受けていない隠れコロナの感染者

も想定され、実数はより多い可能性があります。 

 国は、2023年５月の５類移行後、毎日の全数把

握から指定医療機関の報告に基づく週１回の定点

把握に簡略化しました。今後、米国で流行中の感

染力がより強い新たな変異株ＸＥＣが日本国内で

広がるおそれがあると報告もあります。そこで、

以下伺います。 

 １、町内における実感染者数は把握することは

可能なのか。 

 ２、65歳以上と以下の予防接種の対象者数と接

種済みの人数についてそれぞれ伺いたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） １番、山本議員の質問に

答弁します。 

 １点目の町内における実感染者数の把握につい

てですが、2021年５月８日から全国約5,000の医療

機関から患者数の報告を受ける定点把握に移行し

ていることから、町内の実感染者数の把握はして

いません。 

 ２点目の65歳以上と以下の予防接種の対象者数

と接種済みの人数についてですが、定期接種対象

者の65歳以上は、令和６年10月１日現在で6,966名

であり、令和７年１月末までの接種者数は1,185名

で約17％、同じく65歳未満の定期接種対象者であ

る60歳から64歳までの心臓、腎臓、呼吸器及びヒ

ト免疫不全ウイルスによる免疫機能のいずれかの

障害により身体障害者手帳１級所持者は９名であ

り、接種者は３名で約30％となっています。 

 なお、定期接種以外の方は任意接種ですので、

把握はしていません。 

〇１番（山本正行君） 今答弁いただきました。 

 それで、具体的な再質問に入る前に、もし分か

ればでありますが、関連ということで了承いただ

ければ、インフルエンザワクチンの接種状況など

ももし分かればと思いますが、どうでしょう。 

〇議長（藤野博三君） 理事者に申し上げます。 

 分かれば答弁いただきたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） １番、山本議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 私の手元にはないので、担当のほうで確認する

必要があるので、今すぐは答弁はできません。 

〇１番（山本正行君） それでは、私が調べさせ
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てもらった点もありますので、それを参考にしな

がらお話をしていきたいなというふうに思ってお

ります 

 それで、今回このような形で新型コロナワクチ

ンの接種について質問をさせていただいたのです

が、これは私の体験談も入るのですが、思ってい

る以上に隠れコロナのほかに実際感染していた人

が私のそばに、特に65歳以上の方なのですが、思

った以上に多かったという感じが取られました。 

 それで、いろいろな方から相談を受けまして、

そんな状況で、町としてコロナウイルスワクチン

の接種についての取組がどうなっているのかなど

も聞かれたりしております。そんなことで、今回

質問させていただいております。 

 私自身も昨年の秋にコロナに感染をしまして、

仕事の面で多くの仲間に迷惑をかけたという経験

も持っております。さらに、そのとき高熱と喉の

痛みで約３日間食事が取れないということで、か

なり苦しい思いもしました。 

 そんなことで、非常にこのコロナウイルスワク

チンに関しては私自身の体験からしても、余市町

民全体を考えても、特に65歳以上の方々について

考えると、感染率も高い年代になりますので、非

常に大変な思いをするなということを感じました

ので、今回このような形で出させていただきまし

た。 

 そして、先日新年度予算に向けての齊藤町長の

フェイスブックの投稿のコメントを少し見させて

いただきました。「ワインの行商人だと思われる

齊藤です」という切り出しでありましたので、う

んと思って見ました。そうしたら、その後の言葉

が「全方位の目配りをして、戦略的に職人的に予

算を策定しています。未来をつくり、今を支える

予算をつくります」。非常に感動しました。この

コメントを見て、今回の一般質問の私のやり取り

の中で、若干の兆しを、回答に対する期待感を持

たせていただきました。 

 それで、再質問の中の感染状況と自身の、１番

と２番併せてここで質問させていただきますが、

今答弁があったとおり、65歳以上の対象者が

6,966名、受診率が1,285人で約17％というふうに

なって報告がありました。 

 それで、私が調べたデータで見ますと、インフ

ルエンザワクチンの接種率が、概算ですが、約60ぐ

らいいっているのかな、数字的には。そういう状

況です。ただ、コロナのほうが今17％という状況

になっております。 

 そんなことを考えて、今回出した大きな趣旨は、

インフルエンザワクチンの接種が自己負担が

1,000円になっております。定期接種の対象者は同

じ条件になっていますね。接種の料金は1,000円

と。新型コロナウイルスワクチンの接種は、昨年

から始まったと思うのですが、１回当たり3,000円

と。ここで2,000円の格差が一応あります。この

2,000円の格差、なぜ出るのかなと思って調べてみ

ましたら、任意接種の全額の場合の単価の比較が

インフルエンザワクチンよりもコロナワクチンの

ほうが２倍以上高いのですね、ワクチンの接種代

が。そういうのもあるから、自己負担の割合もイ

ンフルは1,000円でコロナが3,000円ということで

差をつけているのかどうかは分かりませんけれど

も、そういう見方もできるのかなというふうに見

ました。 

 ただ、申し上げたいのは、仮にインフルのワク

チンが接種率が60％くらいいっているとして、コ

ロナワクチンの接種率が17％とした場合、なぜこ

のように低いのかという問題を捉えたときに、こ

の接種の補助の代金、接種料の金額の問題なのか、

それとも健康を維持するために必要とする町の基

本的な考え方の中で住民に対するＰＲが足りない

のか。原因がどこにあるか分かりません。 

 ただ、私が言いたいのは、今回このような形で

上げさせてもらったのは、やはり町民が健康で暮

らせるということを考えたときに、非常に大事な
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ものだなというふうに思っております。 

 それで、今言った形でもし、これは仮の話です。

65歳以上の定期接種に対する１回当たりの接種金

額、これを仮に3,000円から1,000円に変更したと

いうふうにしたとき、そして接種率が今よりある

程度向上するだろうと。仮にそういうふうに想定

を考えたときに、予算にどのぐらい影響するのか

なというふうに計算をしてみました。補助が

3,000円を1,000円に変えると2,000円の差額が出

るものですから、2,000円分が1,000人もしくは

2,000人、今千二百何ぼですから、それの倍くらい

に、受診率を34％から40％に上げようとしたとき、

1,000人くらいが増加になりますので、1,000人増

加で2,000円を掛けると200万円ということになり

ます。町民の健康と生活を守るという観点で捉え

たときに、この200万円が多い予算なのか少ない予

算なのか、それは分かりません。ただ、そういう

予算でもし町民の健康が維持できるような効果が

出るとした場合、医療費が今度はその分かからな

ければ、医療費の経費の削減にもなるという形を

捉えたときに、町長がこの、極めて今回戦略的な

予算を策定するのだという言葉を借りますと、ま

さしく一石二鳥の政策になるのではないかという

思いで、今回一般質問をつくらせていただきまし

た。 

 ぐだぐだ申し上げる気はありません。ぜひとも

3,000円から1,000円に接種料を下げるような方策

について、町長のほうから再度コメントをいただ

きたい。 

〇町長（齊藤啓輔君） １番、山本議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 趣旨としては、自己負担額3,000円が高いという

趣旨だというふうに思います。それによって、接

種率が低いのではないかというようなロジックに

なっているかと思いますけれども、それについて

は私は分かりませんとしか言いようがなくて、そ

もそも新型コロナウイルスワクチンの接種率が低

いのは価格が問題なのか、それとも別なところに

問題があるのかというところが検証する必要があ

るわけでございまして、必ずしも自己負担額が高

いから接種率が伸びていくというような論理的な

帰結にはならないのではないかなというふうに思

います。 

 ちなみに、新型コロナウイルスワクチンの単価

については１万4,500円です、１回当たり。インフ

ルエンザのワクチンについては3,470円で、１万

1,000円ぐらいの差が出てくるわけでありまして、

それがインフルエンザは自己負担1,000円ですけ

れども、新型コロナウイルスは3,000円、そこに大

きな差が出てくるわけでございます。 

 論点として、プラス200万円で接種率が伸ばせる

のではないかということですけれども、先ほど申

し上げたとおり、そもそも接種率が伸びないのは

金額が問題なのか、それとも別なところにあるの

かが判然としないので、200万円で町民の健康が守

れるのではないかというような論理の展開は私は

分からないとしか言いようがないのでございま

す。 

 いずれにせよ、今このようにそもそも接種率が

伸びないのは金額だとは断定できないので、需要

を見て今後検討していくことになるのではないか

と思いますが、現状では論理的な帰結がひもづい

ていないので、即座に判断するということは私と

しては様子を見守りたいかなというようなことで

ございます。 

〇１番（山本正行君） 今答弁いただきました。 

 私の今質問した内容に基づいて、町長のほうか

らもあったとおり、私も接種率が低いのはお金だ

けの問題なのかどうかというのは正直言って分か

りません。 

 ただ、先ほど申しましたが、一つのきっかけと

しての捉え方としてお金の問題もあるのかなとい

うのも私は事実だと思います。 

 今町長から、これから内容についての検証とい
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うか、精査というか、調査研究をしながら今後検

討していくという言葉をいただきましたので、ぜ

ひとも町民の健康と生活を守るという政策で、今

回特にいろいろな少子高齢化の問題を考えたとき

に、子供たちに対する給食費の無償化や保育料の

関係含めて、ふるさと納税の特財も使いながら、

まさしく攻める予算になっているのだなというふ

うに私も捉えております。ぜひとも、そんな中で

は年少者対策というわけではないのですが、人口

増加に向けて考えたときに、年少者対策やいろい

ろな問題も含めて積極的にやっているのは、予算

委員会前ですので、予算の話はしませんが、積極

的に進めていることについては私も見て感じま

す。ただ、少し、何となくでありますが、詳細は

まだそこまで私もつかんでおりませんが、町長の

ＰＲの仕方にあるのか分かりませんが、高齢者対

策に対する施策は何かＰＲ不足なのかなというの

も感じております。そんなことでぜひとも、今年

度予算はもう出来上がっておりますので、私が今

提案している内容が今すぐ反映するかといった

ら、そのような形にならないのは重々了解はして

おりますが、定期接種が始まるのが、今のチラシ

の内容でいくと今年度どうなるのかまだ分かりま

せんが、10月からの定期接種だとすれば、まだま

だ時間がありますので、今町長からあったとおり、

今後検討していくということでお言葉をいただき

ましたので、ぜひとも前向きな検討になるような

ことを再度申し上げたいと思います。 

 それで、再度力強い回答をいただきたいなとい

うふうに思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） １番、山本議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 コロナウイルスワクチンの予防接種に関してで

すけれども、高齢者対策おろそかではないかとい

うことですが、20年前と比べて高齢者の皆さん５

倍になっていますので、必ずしもそういうことで

はないのですけれども、小樽市の場合も3,300円の

自己負担でやっていますし、必ずしも高いという

わけではないと思います。原価がもちろん高いで

すので。 

 先ほど申し上げたとおり、インフルエンザと比

較して値段だけではない可能性ももちろんありま

すので、先ほど申し上げたとおり、どのような需

要といいますか、考えに基づいて皆さんしていな

いのかというのを把握しなければならないので、

今現状は自己負担3,000円でいきますけれども、こ

れは別に確定したわけではなくて、議論の趨勢を

見守って今後検討することもあり得るので、状況

を見つつということになるかというふうに思いま

す。 

〇議長（藤野博三君） 山本議員の発言が終わり

ました。 

 暫時休憩いたします。 

休憩 午前１０時４０分 

                              

再開 午前１０時５４分 

〇議長（藤野博三君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 引き続き一般質問を続行いたします。 

 順次発言を許します。 

 発言順位６番、議席番号４番、佐藤議員の発言

を許します。 

〇４番（佐藤剛司君） 令和７年３月７日、第１

回定例会におきまして、さきに通告しておりまし

た１件の質問について答弁よろしくお願いいたし

ます。 

 件名、他自治体との交流について。2025年２月

８日、フランス・ブルゴーニュ地方のジュヴレ・

シャンベルタン村と親善都市協定を締結しまし

た。この協定に至る経緯や協定の意義については、

プレスリリース等で内容を把握しております。そ

の中で齊藤町長は、シャンベルタン村の村長に対

して猛烈にアピールし、協定を締結まで持ってい

ったという印象を受けました。余市町のワイン産
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業を確実にグローバル化していくに当たり、様々

な面で今回の協定は将来的にメリットが大きいも

のになると考えます。そこで、以下の質問をいた

します。 

 １、今回の協定締結に当たり、町長が想定して

おられる余市町にもたらされる効果をお聞かせく

ださい。 

 ２、この協定を短期的なものにするつもりはな

いと町長はお考えになっておられると思います

が、この協定を持続的に発展、深化していくため

に今後どのように継続していくのか、ビジョンを

お聞かせください。 

 ３、協定締結に当たり、町職員は締結式に随行

していなかったと認識しております。今後持続的

にこの協定を前向きに進めるのであれば、町長だ

けではなく、町職員がシャンベルタン村との締結

式に随行したほうがよかったのではないかと考え

ますが、何か町長の中で考えがあったのでしょう

か。これから進んでいくだろうシャンベルタン村

との交流において、町職員の関わり方の方向性を

お聞かせください。 

 ４、福島県会津若松市との親善交流都市、広島

県竹原市との友好交流協定、奈良県五條市との交

流都市提携、スコットランドイースト・ダンバー

トンシャイア市との姉妹都市提携、台湾の２地域、

宜蘭県員山郷と彰化県彰化市との友好交流協定な

ど、余市町ではほかの自治体との交流がホームペ

ージ上にて紹介されておりますが、現在どのよう

な交流がありますか。コロナ禍で交流事業が行わ

れていなかったものもあると思いますが、今後ど

うしていくのか方向性をお聞かせください。 

 以上、よろしくお願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁します。 

 １点目と２点目の質問については、それぞれ関

連がありますので、一括して答弁します。 

 日本トップクラスのワイン産地として成長して

きた本町にとって、フランス・ブルゴーニュ地方

において長い歴史と高い品質を誇るワインの銘醸

地であるジュヴレ・シャンベルタン村との親善都

市協定を締結できたことは大変意義深いものと認

識しています。今後は、この協定を契機として、

ワイン生産の技術の交流や観光、文化分野での連

携を進めるとともに、相互に学び合いながら両地

域のさらなる発展につなげていきたいと考えま

す。 

 ３点目の質問ですが、本町とジュヴレ・シャン

ベルタン村との協定締結に向けた協議は、私が２

度現地を訪問し、クリストフ・ルカンド村長と直

接話合いを重ねており、協定内容についても昨年

から綿密な調整を行い、十分に練り上げられたも

のとなっていることから、協定式において職員の

随行が必要とされるような新たな交渉や調整事項

はなく、私単独での訪問といたしました。なお、

今後本協定に基づく連携事業を進めていくに当た

っては、その分野ごとに関係職員が相手方との協

議、交渉など事業の具体化及び実施に向けた作業

を担っていくことになります。 

 ４点目の各自治体との交流に関する質問です

が、福島県会津若松市については例年９月に開催

される会津まつり及び交流都市懇親会に出席して

います。 

 次に、広島県竹原市ですが、ふるさと納税コラ

ボ商品の開発などの経済交流や小学生による文化

交流など行われており、昨日３月６日には竹原小

学校と黒川小学校の交流授業が実施されていま

す。 

 次に、奈良県五條市ですが、農業実習の受入れ

は令和５年度をもって終了となりましたが、９月

開催の味覚の祭典には現在も引き続き五條市の職

員が来訪され、特産品である柿のＰＲ販売を実施

されています。 

 次に、スコットランドイースト・ダンバートン

シャイア市ですが、平成26年に中学生派遣事業を
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実施して以来、大きな取組は実施していませんが、

民間レベルでの交流は現在も続けられていると伺

っています。 

 最後に、台湾の２地域、宜蘭県員山郷及び彰化

県彰化市については、スケジュールの都合などに

より実現はしていませんが、相互の訪問交流など

を検討しています。 

〇４番（佐藤剛司君） 再質問いたします。 

 今回町長、シャンベルタン村に訪問されまして、

２度という話だったのですけれども、その中でシ

ャンベルタン村と余市町を比較した印象みたいな

ものはありますでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 ジュヴレ・シャンベルタン村ですね、もちろん

ワイン産地としての銘醸地としては相手のほうが

圧倒的に格が上なわけなので、基本的には比較し

ても全然比較対照にもちろんなるものではござい

ません。そういう世界最高のワイン産地と、いわ

ばライジングスターといいますか、新しい世代の

余市町が手を組めるということ自体が奇跡に近い

ぐらいのすばらしい事項であると思っていますの

で、関連づけて言うと、この点は余市町にとって

は莫大なメリットがあるといったような印象は持

っています。 

〇４番（佐藤剛司君） 今回この質問をする前に、

町長がジュヴレ・シャンベルタン村に行ったとい

うことで、ユーチューブのほうでどういうところ

なのかというのを見たり、いろいろ調べたりしま

した。ナポレオンが好んだワインの産地であると

か、観光も自転車でブドウ畑を見に行くだとかと

いう感じで、とてもワイン好きにはたまらないと

言ってもおかしくはないくらいの場所なのだなと

いうのが調べたところ分かりました。 

 ピノ・ノワール、ブドウの品種で特級種の畑が

あるということなのですけれども、余市町でこの

ピノ・ノワールの品種をやっていらっしゃる農家

さん、結構あると思うのですけれども、町長から

見て余市町とジュヴレ・シャンベルタン村とのブ

ドウの違いだったりというものは感覚的には何か

思いみたいなのはあるのでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 できる限り政策に結びついて答弁いたしますけ

れども、ピノ・ノワールはもちろんワインを好き

な層にとっては憧れの品種であって、日本が温暖

化していく中で余市町ははっきり言って独り勝ち

というか、最上級のピノ・ノワールの産地になっ

ています。この日本最高の産地を目指して、多く

の方、ラフェトもそうですけれども、日常的にも

そうですけれども、多くのワイン好きの方々が余

市町を訪問してくれるようになっているわけで

す。このような背景を基に、もちろんワイナリー

の数も20件まで増えてきておりますし、ピノ・ノ

ワールのすばらしい産地として育ってきていると

ころです。 

 こういう文脈化において、世界最高の産地であ

るジュヴレ・シャンベルタン村と連携することに

よって、その莫大な効果が得られるというのは先

ほど申し上げたとおりですが、ブドウの品種、ピ

ノ・ノワールはその産地の特性を如実に反映する

品種と言われていることから、余市のピノ・ノワ

ールは非常に余市的な、テロワールと表現します

けれども、地域特性を非常に反映したすばらしい

ワインに仕上がるというのは私の見解ではありま

す。 

 このようなすばらしいワインの産地である余市

町は、今回の提携によって、より世界的にも注目

を浴びることになりましたので、これは政策的に

も非常にいい動きがあったというふうには考えて

います。 

〇４番（佐藤剛司君） 今お話を伺ったのもそう

なのですけれども、感覚的には僕は齊藤町長の余

市町のワインのブランディングはかなり大成功し
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ているのだなという印象は持っています。実際町

内だとかでも、町外からの観光客で余市町の某有

名ワイナリーのワインを目当てに来たという話と

かもかなり聞く機会も多いですし、そういった面

ではすばらしいなと思うのですけれども、ワイン

自体がよく分からない私としては、その違いとか

テロワール、地域特性で、例えば今回ジュヴレ・

シャンベルタン村はアルプスからの隆起だったり

で石灰岩のあれで水はけがいいとか、そういった

部分もあるというのは調べた結果分かったのです

けれども、今後温暖化、余市も温暖化になってき

ているので、報道の中でジュヴレ・シャンベルタ

ン村もピノ・ノワールの栽培が難しくなってきて

いるということで、そういった研究の仕方という

のも今後どんどん学術的にも提携結んでおります

ので、協力していい方向に向かっていくのだろう

と思います。 

 町長、ブドウはあれなのですけれども、例えば

出来上がったワイン、余市町でできたピノ・ノワ

ールのワインと、例えばジュヴレ・シャンベルタ

ン村のワインというのは、造った場所が違うので、

全く別物の印象なのか、でも町長が試飲した結果、

同じように感じたのか。個人的な感想になるので

しょうけれども、お聞かせください。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 こちらも政策的な観点に結びつけて答弁させて

いただきますが、さきにジュヴレ・シャンベルタ

ン村に行ったときに、もちろん余市の方々も同行

して、何名か来ております。その中で余市のワイ

ンとジュヴレ・シャンベルタンのワインとの、マ

スタークラスですね、飲み比べを行ったわけです

けれども、もちろん育った環境が違いますから、

そのニュアンスの差は出てきはしますけれども、

最上級のワインに行き着く先というのは、ある特

定のポイントに行き着くわけですけれども、そう

いう意味で非常に両方ともすばらしい特性を有し

ているというような皆さんのコメントでありまし

た。なので、全く同じものを造るわけには、もち

ろん地理的にも違いますけれども、最上級ワイン

到達点という意味では非常に似ているのではない

かというふうに思います。 

〇４番（佐藤剛司君） 今のお話だと、余市町の

ワインも最高峰になる可能性はまさしく秘めてい

るという認識でよろしいでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 余市町のワインは、少なくとも日本では最高峰

のワインだというふうに考えています。 

〇４番（佐藤剛司君） ワインもそうなのですけ

れども、実は食という部分でも提携を結ばれると

思うのです。提携というか、協力関係があると思

うのですけれども、ジュヴレ・シャンベルタン村

でお食事はされましたでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 協定式の後、先ほど申し上げたとおり飲み比べ

のマスタークラスというのが行われまして、先方

のジュヴレ・シャンベルタン村の役場で様々な郷

土料理を用意していて、一緒に飲み物を合わせる

形で立食形式で飲み比べのクラスを行ったので、

そのときにもちろん現地のものは食べました。 

〇４番（佐藤剛司君） その中でペアリングだっ

たりマリアージュだったりというのもあったと思

うのですけれども、齊藤町長の中で余市町でもこ

ういうこともできるなとかという想像というのは

膨らんだでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 政策的に私が前々から言っているのは、ワイン

産業というのはただボトリングして終わりではな

くて、そこから広がる産業の裾野というのが幅広

く広がっておりまして、もちろん今国費も入れて

やっているガストロノミーツーリズム、それは食
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と観光とワインなどを結びつけた事業ということ

で、ただワイン造って終わりではなくて、そこか

らひもづく観光ですとか食事への波及ですとか、

そういうのがあるわけです。 

 質問に答えると、もちろん余市の食品に関して

はすばらしい食材、海産物も山のものもあるわけ

なので、それを使って地元のワインとのペアリン

グですね、そういうような食事に対するファンが

山ほどいるわけでございます、日本のみならず、

世界中に。そういう層がどんどん余市に来ている

わけです。それも相まって、もちろん登地区にも

オーベルジュができましたし、駅前にもどんどん

新しい飲食店ができているという、いい流れがで

きているわけです。すなわち、ただ単にペアリン

グの素材が深まったというようなことを超えて、

政策的に非常に意義深い状況が巻き起こっている

ということなのではないかなというふうに思いま

す。 

〇４番（佐藤剛司君） 今回３番のほうで協定締

結に当たり、町職員の随行はなかったという部分

で、今後担当課ごとでやっていくという話なので

すけれども、町長の熱意の共有だったり知識の共

有だったりという部分というのは、担当部局に落

とし込めるものなのでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 もちろん担当部局、この分野でいうと食とかワ

インですけれども、担当が熱心にワインの勉強も

しておりますし、ジュヴレ・シャンベルタンがど

ういうところかもちろん把握しておりますので、

この協定が持っている意味についてはもちろん落

とし込んでいることに加えて、質問の趣旨として

は町全体でというようなことが趣旨、役場に限ら

ず、趣旨だと思いますが、今回先ほども申し上げ

たとおり、余市町からも観光協会取りまとめで何

名か同行しているわけですけれども、そういう町

全体とジュヴレ・シャンベルタン村との双方の交

流につながっていくというようなことを念頭に置

いて目指していくのがいいというふうに思ってい

ますし、実際に行ったメンバーの話を聞いたら、

やたらと感銘を受けて、人生観変わるぐらい影響

を受けて帰ってきて、そのくらいのインパクトが

ある事項だったというふうに思います。 

 すなわち、ここからの啓発として、余市の同行

した方々を中心に交流の営みが今後もつながって

いくでしょうし、こういう取組は余市町にとって

は非常にいい影響を与えたというふうに考えてい

ます。 

〇４番（佐藤剛司君） 今同行者の方の感想もす

ばらしいということで、行かなければ分からない

ということだと思います。 

 なので、町職員もやはり行かなければ分からな

いことがあるかなと思うので、今後町職員もジュ

ヴレ・シャンベルタン村に行く予算をつけるお気

持ちはあるのでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 町職員の同行に関しては、現在のところは分か

りませんけれども、もちろん行きたい職員がいれ

ば、研さんを積むという目的では行かせる用意は

ありますので、今回は必要がなかったからという

ふうな答弁させていただきましたが、もちろん必

要に応じては町職員が訪問するのはいいのではな

いかというふうには思います。 

〇４番（佐藤剛司君） 長期的に、やっぱりこの

事業と言ったら変ですけれども、提携がずっと進

んでいくことが大事かなと思います。ジュヴレ・

シャンベルタン村の村長が1,000年の歴史がある

ということで、やっぱり1,000年後も見据えてもい

い、1,000年というか、900年後を見据えて、余市

町のワインのブランディングという部分で継続し

ていくことがやはりとても重要になっていくと思

いますので、これにはやっぱり行政がこのジュヴ

レ・シャンベルタン村との交流というのを民間だ
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けでなく、やっぱり行政としてやっていくべきだ

と思いますので、熱意のある職員がいると思いま

すので、ぜひジュヴレ・シャンベルタン村に行く

という方向性としてはあってもいいのかなと思い

ます。 

 ４番のほか自治体との交流という部分で再質問

させていただきます。今回このジュヴレ・シャン

ベルタン村との締結、親善都市協定、今の余市町

の進んでいる考え方にマッチしているので、とて

もニュースだとか、ニュースと言うと変ですけれ

ども、ネットニュース等、新聞等で取り上げられ

て、結構大々的なイメージがありますが、ほかの

都市と交流して、得られる余市町のメリットとい

う言い方は変かもしれませんが、よいところがあ

ると思います。会津若松とは９月の会津まつりで

交流をしたり、竹原市はふるさと納税で提携した

り、あと五條市だったら味覚の祭典で柿を持って

きていただいたり、先日イースト・ダンバートシ

ャイア市、昨年ですか、中学生が来校していたよ

うにも思います。その都度、その都度、ある程度

の節目節目で、ほか自治体との交流に着目してい

かないと、つながりが薄くなると言ったら変なの

ですけれども、何となく意識の中で薄らいでいく

のではないかなという思いもありますので、例え

ばそういう都市との交流があった場合に余市町と

して広報あたりでも大々的にＰＲしていく必要は

あるのではないかなと思いますが、それについて

町長の見解をお聞かせください。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 もちろんそういう交流あるたびに広報するのは

当然の話でありますが、先ほどもジュヴレ・シャ

ンベルタン村への訪問については、町職員という

より、むしろワイナリーの方々が行くほうが私は

多大なメリットがあると思いますので、そういう

方向が進んでいけばいいなと思いますし、あとほ

かのエリアに関しても、結構外国からの訪問団が

日本にも来ることがあります。その際に、親善都

市の友好協定までいかなくても、交流の覚書みた

いなものを結べないかというような打診が結構来

ることがあります。これについては、もちろん交

流して様々な文化的な側面を学ぶこと、まちづく

りを学ぶことに関しては、メリットがあっても特

にデメリットはないので、私は基本的に覚書みた

いなのはどんどん受けてもいいよというふうな方

針でやっているわけでございます、デメリットが

ないわけですから。もちろんあったことに関して

は、きちんと広報で発信するのは、それは当然の

ことだというふうに思っています。 

〇４番（佐藤剛司君） では、今後交流していく

可能性のある都市というのは、可能性としてはあ

るということで認識をしましたが、町長として今

後交流していきたいと思うような都市というのは

現在あるのでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 現在結んでいる都市に関しては、もちろん締結

しているわけなので、交流は実際にあるし、して

いくべきではないのかなというふうに思っていま

す。例えば昨年、台湾の彰化市長も余市に来てい

ただいたこともありますし、宜蘭県員山郷にカバ

ランウイスキーの蒸留所があるので、ウイスキー

の文脈での交流とかもあるでしょうし、いずれに

せよ協定を結んでいるところは歴史だとかストー

リーもあるので、今後協力していくのはもちろん

当然のことだと思います。 

 戦略的な話でどういうところと今後協定を目指

していくかに関しては、今回のジュヴレ・シャン

ベルタン村も最上級の成果だと思いますけれど

も、このように余市に対して莫大なメリットがあ

るようなところは、余市町としては協定を結んで

いきたい都市だというふうに思いますが、具体的

には今この場で言うのもあれなので、私の中では

秘めていますけれども、いろいろ考えながらやっ
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ています。 

〇４番（佐藤剛司君） 具体的に言えないのは当

たり前だと思うので、手のうちをさらすわけには

いかないと思いますので、答えは１年後に出るの

かもしれないので、それは楽しみにしております。 

 最後に、今回町長がジュヴレ・シャンベルタン

村に行って、ここはすごくいいワイナリーだとか、

いいレストランだとか、この食べ物はおいしかっ

ただとかという個人的な齊藤啓輔レポート的なも

のをもし作れれば、担当部局のほうにその情報の

共有というところでお渡しできれば、今後とても

いい情報共有になるのではないかなと思います。 

 答弁をよろしくお願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） ４番、佐藤議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 私、観光しに行ったわけではなくて、交渉と調

印に行ったわけなので、レストランを訪問してお

らず、先方がアレンジしたところを行くわけでご

ざいますが、そういう観点でいったら、参考にな

るといえば、もちろんジュヴレ・シャンベルタン

村は小さな3,000人の村ですけれども、ワイナリー

に関しては全てのワイナリーがスーパースターな

わけです。レストランの数はそんなに多くはない

ですけれども、もちろんワイナリーを目指して観

光客が世界中から集まってくるので、地元のワイ

ンが飲めるレストランが村役場庁舎の前にあった

りして、観光の方々がそこでワインを飲むという

ようなまちづくりがされています。観光協会に行

っても、きちんとジュヴレ・シャンベルタンのグ

ラスですとかエプロン、グッズがあったりとかす

るというような感じで、きちんと観光客をもてな

す体制が整っているわけです。 

 こういうワイン産地としてのまちづくりは大い

に今後余市のまちづくりにも参考になりますし、

いかに人口が少なかったとしても世界中から富を

集約できる一つのモデルケースとなりますので、

そういう観点でどこのレストランがいいだとか、

そういう話ではなくて、どういうまちづくりをし

ていくのかというのはきちんと担当部局にも共有

していく方針ですし、それはいいのではないかと

いうふうに思います。 

〇４番（佐藤剛司君） 最後にと言ったのですけ

れども、語弊がありました。 

 食文化の交流もあるので、ある程度のレストラ

ンなりも行ったのかなと勝手に思い込んでおりま

した。失礼しました。 

 でも、公務として各レストラン回るというのも

ありなのかなと思いますので、以上これで質問を

終わりたいと思います。 

〇議長（藤野博三君） 佐藤議員の発言が終わり

ました。 

 次は、発言順位７番のジャストミートあたる議

員の質問時間でありますが、昼食時間が迫ってい

る関係で、まず、ジャストミートあたる議員に質

問の朗読を午前中に終わらせていただいて、午後

から町長の答弁をいただくような形にしたいと思

いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、発言順位７番、議席番号13番、ジャ

ストミートあたる議員の発言を許します。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 通告書に基

づき、質問させていただきます。 

 件名、入湯税の未納について。令和元年から令

和５年の決算書を見ると、歳入において入湯税が

未納となっている。令和２年は収入済額349万

9,600円とある。しかし、事項別明細書を見ると、

現年課税分ではなく滞納繰越分であり、現年課税

分は空欄となっている。つまり現年課税分は令和

２年から納められておらず、地方税法では５年で

時効となり、このままでは令和７年度には地方公

共団体の徴収権は消滅してしまうようです。現在

この瞬間も知ってか知らずか納められていない入

湯税を事業者に支払って、温泉施設を利用してい

る町民や観光客が何人もいます。以上を踏まえ、

本町の入湯税全般について次の事項を伺いたい。 
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 １、この未徴収の入湯税を今後どのように徴収

していくつもりなのか。 

 ２、憲法15条第２項には、「すべて公務員は、

全体の奉仕者であつて、一部の奉仕者ではない」

と規定されています。これは、公務員が特定の個

人や団体の利益のためではなく、国民全体の利益

のために職務を遂行すべきであることを示してい

ます。これを本町の入湯税に当てはめると、事業

者が未納であるからといって業務上の守秘義務に

おいて未納業者名を守り、それにより町民と町が

不利益を被る状況が延々と続く。これは、一部に

奉仕し、全体への奉仕を怠っている違憲状態と考

えざるを得ません。ゆえに、町は利用者が事業者

に預けた入湯税が５年にもわたって未納であるこ

とを町民に周知しないのか。また、こういったこ

とをホームページ等で示して告知する気はない

か。 

 ３、刑事訴訟法第239条第２項では、「官吏又は

公吏は、その職務を行うことにより犯罪があると

思料するときは、告発をしなければならない」と

あり、公務員には告発の義務がある。そして、告

発について余市警察署の刑事に相談したところ、

悪質な入湯税の未納に対しては町長もしくは税務

課にしか告発できない法体系であることが分かっ

た。５年の滞納は悪質と考えるが、告発の選択は

あるか。 

 ４、温泉施設を利用している町民や目的税とし

て使われるべき消防や環境、観光に対して公益性

を損なっていることについて、町長の見解を求め

る。 

 ５、現在余市町にて鉱泉分析法指針と入浴料に

おいて特別徴収義務者の条件が満たされて実働し

ている温泉事業者は１件しか見当たらないが、鉱

泉分析法指針は満たしているが、入浴料の基準で

特別徴収義務者になっていない事業者が新規に宿

泊事業を始めた場合、その宿泊料金が入浴料の基

準を超えると特別徴収義務者になるのか。 

 ６、事業者の負担が増え、徴収できないような

入湯税は本町には不向きであり、今後道の駅の計

画にも上がっている温浴施設の誘致に動機として

働くことも見据え、古平町のように入湯税を徴収

せず、廃止としたほうが町の発展と公共の福祉の

向上と考えるが、所見を伺いたい。 

 次、犯罪被害者支援制度と第23号損害賠償請求

事件の控訴について。令和７年余市町議会第２回

臨時会にて提出された第23号損害賠償請求事件に

関する控訴の提起について、原案可決されました。

私は、事件の内容を知らず、質問しても担当課の

答弁で詳しい説明を受けることはできず、そんな

状況でとてもではないが賛成できませんでした。

ゆえに、反対という立場を取りました。その後、

札幌地方裁判所小樽支部へ行き裁判記録を読み、

内容を見て愕然となり、否決の立場を取って本当

によかったと思うこととなります。その後、２月

19日に開かれた民生教育常任委員会にて福祉課か

ら犯罪被害者支援制度への取組と内容が提出され

ました。北後志５か町村で連携し、同一内容の条

例を制定し、犯罪被害者等支援の一体的な支援を

目指し、犯罪被害者を社会全体で支え、安心して

暮らせる地域社会の実現に寄与することを目的と

するものでした。しかし、第23号の裁判記録を見

ると、本町のこれからの犯罪被害者支援制度が実

を伴うのか疑問です。そこで、被害者のプライバ

シーに最大限配慮した上で次の事項を伺いたい。 

 １、町長は裁判所記録を読んだか。 

 ２、町側弁護士７人に対し、原告側１人で完全

敗訴だが、所感を伺いたい。 

 ３、弁護士費用はこれまで幾ら支払い、これか

ら幾らかかる予定なのか。 

 ４、控訴に際し、弁護士側から提案されたのか、

町側から依頼したのか。 

 ５、控訴を取り下げる選択はあるか。 

 次、給食費無償化が全国的に実現されたその後

について。令和７年２月25日に自民、公明、維新
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による３党合意文書に、いわゆる給食費無償化が

記載されました。内容には、まず小学校を念頭に

地方の実情等を踏まえ、令和８年度に実現する。

その上で、中学校への拡大についてもできる限り

速やかに実現するというものでした。少子化と闘

っている子育て世代に寄り添ったすばらしい合意

だと胸を打たれた次第であります。本町は、既に

給食費無償化が実現されていますが、国の施策が

実現されると令和８年度から段階的に給食費無償

化に使われている6,000万円の予算が裁量的予算

となることが予想されます。そこで、次項のこと

を質問、提案させていただきたい。 

 １、本町の全小学校、全中学校で行われるスキ

ー学習、修学旅行、バスを使った見学等、保護者

に費用負担を求める遠足、集団宿泊的行事等の特

別活動の学校行事の費用は義務教育課程の全学

校、全学年で幾らか。 

 ２、国の施策が実現された場合、給食費無償化

に使われていた予算はそのまま子育て世代や教育

関係に使われるべきと考えるが、所見を伺いたい。 

 ３、少子化を解決するには、さらなる教育環境

支援や母子家庭やひとり親家庭への金銭的、就業、

時間的支援が必要と考えるが、町長の考える本町

で取るべき少子化対策をお聞かせ願いたい。 

 次、黒川小学校で問題になった児童に対する暴

行について。昨年の暮れに私のところに黒川小学

校にて教師による児童に対する暴行騒ぎがあり、

教育委員会と学校の対応に誠意が感じられないと

の相談が寄せられた。その後、私と当事者である

保護者と話をする機会を設け、詳細を知ることが

できました。当初、学校側は非を認めなかったら

しく、保護者側との強い対立があったが、解決に

至ったとのことでした。その後、学校側は参観日

の授業後に行われる懇談会にて、保護者側に説明

をしたそうです。以上の経緯を踏まえて、次項の

ことを伺いたい。 

 １、要旨に書いた内容は事実か。 

 ２、最終的に保護者側にされた説明はどういっ

た内容だったのか。 

 ３、解決に至った理由は何か。 

 ４、今後このようなことが起きないための対応

について、教育長の所感を伺いたい。 

〇議長（藤野博三君） 一般質問の途中でありま

すが、昼食を含め午後１時まで休憩いたします。 

休憩 午前１１時３６分 

                              

再開 午後 １時００分 

〇議長（藤野博三君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一般質問を続行いたします。 

 13番、ジャストミートあたる議員の一般質問に

対する答弁を求めます。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の入湯税に関する質問に答弁します。 

 １点目の徴収方法に関する質問ですが、未納状

態解消に向けた特別徴収義務者との交渉を継続し

ます。 

 ２点目の未納状態の方に関する情報の公表に関

する質問ですが、入湯税に限らず、税に関する個

別の情報は一切公開していません。 

 ３点目の告発に関する質問ですが、現時点にお

いては未納状態の解消を目的としており、告発の

検討はしていません。 

 ４点目の入湯税が未納となっていることによ

り、公益性を損なっているとの質問ですが、その

対策として未納状態解消に向けた取組を継続しま

す。 

 ５点目の新たな特別徴収義務者の指定に関する

質問ですが、別途入浴料を徴収しない温泉付宿泊

施設の事業者には、宿泊料金の額にかかわらず、

入湯税を徴収していただくことになります。 

 ６点目の入湯税の廃止に関する質問ですが、本

町には公設の鉱泉浴場はありませんが、他の自治

体において公設の鉱泉浴場があり、その浴場に入
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湯される方については入湯税を課さないことを条

例に規定している自治体があることは承知してい

ます。 

 また、入湯税の廃止についてですが、法令によ

り廃止することはできませんが、今後のまちづく

りの中で課税免除の取組については、他の自治体

の状況も参考にしながら検討することは想定して

います。 

 犯罪被害者支援制度と第23号損害賠償請求事件

についての質問に答弁します。１点目の裁判記録

についてですが、本裁判の記録については全て目

を通しております。 

 ２点目の質問につきましては、判決書の内容は

本町にとって到底容認しかねるものであり、控訴

審の場においても引き続き本町の主張の正当性が

認められるように求めていきたいと考えておりま

す。 

 ３点目の弁護士費用についてですが、これまで

顧問弁護士委託料としては着手金として30万

8,000円が支出済みです。他に弁護士報酬、訴訟費

用等がありますが、現時点で金額は確定していま

せん。 

 ４点目の控訴についての質問ですが、原判決は

本町として到底容認できる内容ではなく、顧問弁

護士とも相談の上、判決を不服として控訴する決

断をいたしました。 

 ５点目の控訴を取り下げる選択についてです

が、控訴審がいまだ始まっていない段階であるこ

とから、答弁できかねます。 

 次に、給食費無償化に関する質問に答弁します。

２点目の国の施策実現後の給食費無償化に使われ

ていた予算の使途についてですが、現在本町の給

食費無償化は、財源を余市町ふるさと応援寄附金

基金繰入金に求め実施しています。国の施策実施

後は、条例で定める事業の区分に沿って町の政策

として実施する事業に充当していきます。 

 ３点目の少子化対策についての質問ですが、本

町におきましては妊娠、出産から子育て世帯に係

る独自の経済的支援を実施しています。今後にお

いても関係部局の連携を緊密に図りながら、各段

階に応じて切れ目なく継続的に推進します。 

 なお、教育委員会関係につきましては、教育長

より答弁します。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の保護者の費用負担についてのご質問

に答弁いたします。 

 各種行事に係る令和６年度の負担額につきまし

ては、小学校においては約600万円、中学校におい

ては約1,160万円となっており、総額は約1,760万

円となっております。 

 次に、小学校における事案についての質問でご

ざいますが、教育的な配慮が必要であることから、

答弁を差し控えさせていただきますので、ご理解

を賜りたいと存じます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 答弁ありが

とうございます。 

 まず、入湯税のことから再質問させていただき

ます。徴収に関しては交渉していくと。なのです

が、これ５年たっているのですね。５年たってい

て、地方税法第331条では滞納者に対して督促を行

い、督促状の発行日から10日以内に完納しない場

合は、職員は財産を差し押さえる義務があるとな

っていますが、これ５年間ほったからしでずっと、

ほったらかしというか、交渉を続けているそうで

すが、５年間進展なしと。これは徴収に関して督

促を出して差し押さえる予定はないのでしょう

か。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 先ほど言ったとおり、交渉を続けながら徴収を

すると。その交渉した行き着く先はもちろん差押

えになりますが、現時点では交渉ということを担

当課のほうでやっているだけです。 
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〇13番（ジャストミートあたる君） でも、現状、

今も温泉に入って入湯税払って、それが知ってか

知らずか、本来ならば消防なり、そういった観光

とか環境とかに使われる目的で払っている方もい

らっしゃれば、知らないで払っている方もいらっ

しゃると。しかしながら、それを５年にわたって

いるのは行政の不作為だと思われますが、いかが

でしょう。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 不作為ということをおっしゃっていますが、こ

の間も担当課のほうで交渉を続けているので、不

作為には当たらないというふうに考えています。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 結局、余市

警察署の刑事さんに聞いたのですけれども、被害

者は我々町民ではなくて、町と税務課に当たるそ

うです。これが、つまり払っているけれども、使

われていない。何なら払った町民、つまり利用者

が幾ら文句を言っても、これは動かないのです。

やはり町長と税務課の方が立ち上がってちゃんと

動かないと、これは延々と続くと思われますが、

このままずっといくのでしょうか、それともどこ

かで区切りつけて交渉決裂とか、そういうような

状態になったら、きちんと差し押さえてやる予定

なのでしょうか。全然先が見えないですね、５年

以上。どうでしょう。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 先ほど来申し上げているとおり、交渉して入湯

税を徴収するということを今担当でやっているわ

けでございますが、行き着く先は強制の執行にな

るかと思いますが、現時点では徴収に向けた交渉

を行っていくということで、それ以上でもそれ以

下でもこの先議論が深まることはないと思いま

す。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 交渉はずっ

と続けていくということが分かりました。 

 でも、ある程度どこで区切りをつけるのかを明

確にしていただかないと、この状態がずっと続い

て、５年、10年、ずっとこの状態が続くのではな

いかというような危惧はしています。 

 では、２番目、憲法15条第２項に「すべて公務

員は、全体の奉仕者であつて、一部の奉仕者では

ない」、それに伴って地方公務員法第30条に「す

べて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のた

めに勤務し、且つ、職務の遂行に当つては、全力

を挙げてこれに専念しなければならない」とあり

ます。これは、地方公務員法と憲法第15条第２項

に違反していると思いますが、いかがでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 憲法15条違反ではないかということでございま

すが、それには当たらないというふうに考えてい

ます。特に担当が特定の個人の利益のために動い

ているわけではないので、したがって憲法15条違

反にはならないというふうに考えます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） しかしなが

ら、１回入浴するのに100円で、これが実は事業所

の受付で聞くと売上げに計上しているというので

すね。ここに領収書もあります。ちゃんと入湯税

として100円徴収というふうに記載してもらいま

した。そうなった場合、やはりその事業者、未納

業者を守る、つまり払っているけれども、使われ

ていないよということをちゃんと町民に告知する

べきだと思いますけれども、それでも守秘義務の

ほうが優先されるのでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 ジャストミートあたる議員指摘の論点は、論点

が全く違うわけであって、議員が今言っているの
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は、我々職員が憲法15条違反ではないかと。なぜ

ならば、特定の者の利益を守っているからだとい

う、全体のために働きたくないという論理構成に

なっていますが、私はそれには当たらないと。な

ぜなら、別に特定の個人の利益を守っているわけ

ではなくて、きちんと徴収義務を果たすように交

渉している。ゆえに、憲法15条違反ではないとい

うことと、今ご指摘の論点は全く違うものなので、

この主張には当てはまらないというのが私の見解

です。 

〇13番（ジャストミートあたる君） いや、論点

はずれていないと思います。 

 というのも、全体の奉仕者という、この全体と

いうのは町民、それは観光客、利用者になるわけ

で、それをあそこは納めていないよ、皆さんが納

めた税は使われていないのだよということを告知

する。つまり守秘義務といつもバッティングする

のが告発の義務になります。これも告発の義務と

いうのはあります。これは、刑法でしたか、告発

の義務というのはあります。刑事訴訟法239条第２

項では、「管吏又は公吏は、その職務を行うこと

により犯罪があると思料するときは、告発をしな

ければならない」。この告発というのは、警察に

対するものではなく、町民に告知することも告発

になりますが、こういったことをやっぱり周知さ

せることが、それは公平性につながるのではなか

ろうかと思いますが、いかがでしょう。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に対して答弁させていただきたい

と思います。 

 未納状態を告知することが全体の公共の奉仕者

の役割だというような主張ですけれども、全体の

奉仕者であるべく、きちんと担当のほうでは徴収

義務を果たすように交渉しているというのが私の

主張です。 

 次の論点で、ではプライバシーの守秘義務です

ね、税に関する個別の問題はプライバシーの問題

がはらむので、それと公共の公務員は全体の奉仕

者であるというふうな条例同士のぶつかり合いに

関しては、もちろん憲法で記載された、13条かな、

プライバシーに含まれるわけですから、その権利

と権利がぶつかり合う場合についての論点ですけ

れども、本件の15条に関しては、そもそも全体の

奉仕者として働いているわけなので、この場合は

13条のほうが比較衡量で優先されて、プライバシ

ー、すなわち守秘義務が優先されるというふうに

考えます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。 

 時間も差し迫っているので、僕は２番に関して

は、行政の不作為というふうにしか見えないので、

これに関しては守秘義務も程度というのがござい

まして、業者名を告知するのは守秘義務に当たら

ない。例えば、税務状態、個人名、それから年齢

だとか家族構成だとか、ここまで言うとプライバ

シーを侵害するのでしょうけれども、事業者名を

言って、ここは５年たって納めていないから、皆

さん、入湯税に関してはこういう状態ですよと告

知するのが町民のためだと思いますので、ご一考

いただきたいと思います。 

 次行きます。３番ですけれども、告発しないと

いうお考えですけれども、このままずっと、何年

も続いても告発はしないというふうに受け取って

よろしいでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 先ほど答弁したとおり、現時点ではというふう

に私は言ったので、現時点では未納状態の解消を

目的としているわけなので、告発は検討していな

いということでございます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 未納の解消

というのは、現時点では見込みありそうですか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ
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たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 もちろん未納状態を解消すべく交渉をするわけ

であって、今後どうなるか、その交渉の趨勢を見

守るというのが私の立場でございます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。見守るということが分かりました。 

 しかしながら、告発、我々できないのですね。

これ、町長と税務課にしかできない。皆さん、自

分たちが納めて払っているので、被害者は自分た

ち、町民だと思っているけれども、被害者は町と

いうことで僕はびっくりしたのですけれども、こ

ういった、例えば入湯税に関しての被害者は町民、

利用者ではなく、町及び税務課ということすらも

告知できないでしょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 町が被害者ということでございますが、現時点

では先ほども申し上げたとおり未納状態の解消を

目的としていると。その趣旨は、町の条例ではな

くて地方税法で決められているもので、入湯税は

町に入ってくるわけなので、ご指摘のとおり町が

被害者というような論理構成になるのでしょうけ

れども、現時点では未納状態を解消する、その趣

旨はきちんと入湯税を徴収されることによって町

の歳入に入ってくるわけですね。仮に告発して、

仮の話なので、あくまでも仮ですから、その場合

罰金等を科せられる場合、国庫に返納させられま

す。国庫に行くよりも、町が自分で入湯税を徴収

するほうが町の資産に入るので、利益分という判

断で、告発よりは未納状態の廃止を目的とする、

そういうようなことでございます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。 

 次に行きます。５番行きます。５番、よく分か

らなかったので、もう一度答弁をお願いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 もう一回読み上げますと、新たな特別徴収義務

者の指定に関する質問については、別途入浴料を

徴収しない温泉付宿泊施設の事業者には、宿泊料

金の額にかかわらず、入湯税を徴収していただく

ことになりますということでございます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。 

 ５番は以上です。 

 ６番、入湯税なのですけれども、細かいことを

言うと、仁木町、これ施設ないので、入湯税は取

っていません。積丹町、これ施設が２個あって、

２つとも徴収しています。ニャー助のホテルん、

岬の湯、滞りなしに入湯税を納めているそうで、

額でいったら294万2,000円と。古平、しおかぜは

施設１に対して、古平町自体は取っていない、徴

収していないので、ゼロ円ですね。赤井川村はカ

ルデラ温泉と、あとキロロの２件該当し、２施設

とも対象なので納めていて、639万円納めているそ

うです。こういった情報をやっぱり町民にも、聞

いたらすぐ答えてくれたのですね。こういったこ

とを聞いても、恐らく余市町は答えないと思うの

です。守秘義務が優先されるので、答えないと思

うのですけれども、やっぱりこういった他町に比

べて閉鎖的だし、僕なんかはすぐ隠蔽という言葉

を使ってしまうのですけれども、隠蔽体質かなと

思うのです。 

 結局、こういうふうに滞って、うまくいかない

のだったら、やっぱり古平町のように廃止して、

廃止することによって道の駅の、道の駅もこの間

白紙に戻ったということなので、温浴施設も建て

るという予定ならば、そういった入湯税はもう今

後取らないよと。もめごとも全部なしにして、今

までたまった分は取るけれども、これから取らな

い。だから、誘致にも役立つのではないかと思っ
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て、廃止を再度訴えかけるわけですけれども、町

長、どうでしょう。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 入湯税の廃止については、地方税法なのででき

ないですけれども、各近隣自治体の場合は条例で

定めているということでございます。先ほども答

弁しましたけれども、免除の取組については、古

平町の場合は古平町が設置しているものだから取

らないということで、赤井川の場合は公共に近い

ものだから、カルデラ温泉は取っていないですけ

れども、キロロは取っているということでしょう

けれども、そういう公共に近いものについては取

らないというような判断をしているというのは条

例でうたっているところがあるわけです。これに

ついても、私もこの論点、別に隠しているわけで

はなく、多分聞けば何件とか答えられますし、決

算委員会でも予算委員会でも議論になるわけだか

ら、別に隠しているわけでは全然ないので、そう

いう中で免除の取組については他の自治体ですと

かの状況も参考にしながら今検討しているという

ことを先ほど申し上げたとおりですので、そのと

おりです。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。 

 入湯税に関しては以上です。 

 次、犯罪被害者支援制度と第23号に移りたいと

思います。町長、裁判所記録、これ17ページにわ

たって、僕も小樽の裁判所に行って読んだのです

が、時間が限られているのと、全部はメモれなか

ったということで、かいつまんで取ってきたので

すけれども、これ主文ではなく、記録17ページに

わたるものを全て読んだと解釈してよろしいでし

ょうか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 裁判記録に関しては、17ページどころではなく、

分厚いファイル全部読んでいます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） なるほど。

僕より読んでいるということで、お詳しいという

ことが分かりました。 

 ２番に行きます。町側弁護士７人に対して、原

告側１人で完全敗訴だが、それに対して答えが容

認できないということですが、これは完全に７対

１で負けているわけですよね。僕、中身も一応一

通り読みました。主文も全部読んできたのですけ

れども、中身は言えませんけれども、えげつない

内容でした。これでもう一回控訴して、勝負かけ

るということなのですが、どうでしょう。勝つ見

込みはありますか。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 勝つ見込みかどうか、ありますかという質問で

すが、この場で答えるのは、もちろん裁判の話な

ので、適切ではないので、もちろん我々の主張が

認められないので、それを承服できないので、控

訴する、それ以上でも以下でもございません。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 僕は、これ

でいったら弁護士団ですよね。弁護士団を抱えて

も負けたということで、僕なんかは勝つ見込みは、

内容を見ても到底勝てる内容ではないというふう

に思います、素人ながら見ても。中身もえげつな

い内容で、被害者に対してかなり同情を伴うわけ

です。 

 それで、内容も安全配慮義務違反になっていま

すが、何か裁判所記録だと安全配慮義務違反とい

うのはあまりそこは重要ではないという裁判記録

だったような気がしますが、つまり裁判の結果の

本質というのは安全配慮義務違反ではなく、その

中身の、いわば加害者、被害者の関係性にあると

思いますが、いかがでしょう。 
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〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 先ほど申し上げたとおり、係争中の案件につい

て、私が評価をするということはもちろんしない

わけでございますので、係争中なので、裁判所の

判断に委ねるということでございます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 係争中だか

らとはいえ、裁判所記録は皆さん、一般人も収入

印紙150円払えば見れるわけです。しかしながら、

この裁判に税金が使われているわけで、ある程度

どうするかとか、勝ちに行きたい、そういった公

にすると不利になるという点で言えないのかもし

れませんが、やはり税金使っている以上、ある程

度説明する、アカウンタビリティー的な視点でい

うと説明責任があると思いますけれども、いかが

でしょう。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 係争中の案件について、私がこの場で様々評価

をすると、それが独り歩きをして、意図としない

ところに曲解されて伝わる可能性が大いにあるわ

けです。ですから、係争中の案件に関しては、ど

この議会でも同じだと思いますけれども、答えな

いというのが通常の流れだと思いますし、私もそ

う思いますので、係争中の案件については答弁を

控えるということに尽きるかと思います。 

〇13番（ジャストミートあたる君） ４番に関し

て、聞こえづらかったので、もう一度お願いしま

す。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 ４番の控訴について、もう一回読み上げますと、

４点目の控訴についての質問ですが、原判決は本

町として到底容認できる内容ではなく、顧問弁護

士とも相談の上、判決を不服として控訴する決断

をいたしました。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 質問は、弁

護士から提案されてなったのか、町側から、どち

らが率先して控訴に至ったのかということをお伺

いします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 先ほど申し上げたとおり、顧問弁護士とも相談

の上なので、もちろんどうするかについては弁護

士の見解も聞きつつやっているところでございま

す。 

〇13番（ジャストミートあたる君） これ、結構

大事で、７人の弁護団がついていて負けたと。こ

れは、勝てるぞと。これ、もうちょっと押せば、

私たちも７人いるから勝てるぞと言われたのか、

それともこれは容認できないから、町側から弁護

士に依頼して、ぜひとも勝ちに行ってほしいと言

ったのかというところを聞いているのですが、い

かがでしょう。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 係争中の案件ということもありますし、事務に

支障を来すということもありますので、全てを議

会で明らかにするということはもちろんしないこ

ともありますので、私のほうからはこの案件につ

いては答弁を差し控えさせていただきます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。 

 最後５番に移るのですが、私としては控訴取り

下げていただきたいと。僕、別に利害関係何もな

いですけれども、内容を見たらひどい内容で、こ

れは本町がこれを勝ちに行っても何の利もない

と。なので、負けた分、これは別に一審で負けた

ことが恥ではないですから、町が率先してやった
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ことでこうなったわけではなく、加害者、被害者

の関係性でこうなっているということで、安全配

慮義務違反も町の言い分も分かりますけれども、

やっぱりいろいろ相談なりなんなり、シフト替え

なりなんなりして対処するべきだったのをしない

ということで、これに負けているわけでございま

すが、いいことないと思うのです。これ、控訴審

に負けて上告しても、恐らく差戻しになって終わ

るのではないかというような内容です。ひどいで

す。なので、これ答弁は結構でございます。ぜひ

とも控訴を取り下げていただきたいと思います。 

 次行きます。給食費無償化が全国的に実現され

たその後についてですが、１番の1,760万円、つま

り遠足、集団宿泊的行事の特別活動については、

１年間で小中で1,760万円が歳出されているとい

うことは分かりました。 

 翻って、今6,000万円が給食費に使われて、これ

が無償になると段階的に裁量的予算になるので、

この1,760万円のほうに、この6,000万円で浮いた

お金というのを回すことはできないでしょうか、

町長。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 ふるさと納税の充て方に関する質問なので、私

のほうから答弁しますけれども、もちろんふるさ

と応援寄附金基金をどういうふうに使うかは、そ

の時々の予算の状況を見て考えるわけでございま

して、給食費無償化もそもそも国費でなることを

見込んだ上で私も予算つけているわけなので、浮

くことは前提になっている、もう想定されている

わけです。その上でどのように予算を配分するか

については、その時々の予算の策定状況に関わっ

てきますので、今の段階で明言することはできま

せん。 

〇13番（ジャストミートあたる君） そういった

お答えが来るかなと思っていました。 

 なのですが、やっぱり町長のご活躍により、ま

すますふるさと納税も活気をということでござい

まして、予算的には枠内かなと思うので、ぜひと

もこれ前向きにご検討いただきたいと思います。

これによって、子育ての負担が減り、他町からの

子育て世帯も移住してくるインセンティブにも働

くと思いますので、ぜひとも前向きに検討してい

ただきたいと思います。 

 ３番、少子化対策に関して、もう少し詳しくお

聞きしたいなと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 13番、ジャストミートあ

たる議員の質問に答弁させていただきたいと思い

ます。 

 これについては、現状やっている施策について

であれば、もちろん新年度予算の審議、これから

始まるので、そちらのほうで詳しく聞いてもらえ

ばいいと思いますが、少子化対策に関してはもち

ろんゼロ歳から、３歳以降は国で見ていますけれ

ども、ゼロ歳からの保育料無償ですとか医療費の

無償ですとか、様々な切れ目のない対策をやって

いるということでございます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） 分かりまし

た。ありがとうございます。 

 次行きます。黒川小学校で問題になった児童に

対する暴行について、何一つ答えていただけなか

ったということですが、事実か事実ではないかぐ

らいは答えていただきたいのですが、教育長、ど

うでしょう。 

〇教育長（前坂伸也君） 13番、ジャストミート

あたる議員の再度のご質問に答弁をさせていただ

きます。 

 先ほど答弁をさせていただきましたが、教育的

な配慮が必要であることから、答弁を差し控えさ

せていただきます。 

〇13番（ジャストミートあたる君） では、これ

以降の１番、２番、３番、４番も答えていただけ

ないということで、被害者の家族から一応許可い
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ただいているので、ここで名前とかは控えて、何

が起こったかということを申し上げたいと思いま

す。 

 小学校中学年、３年生の中で先生が勘違いをし

て生徒の首を絞めたということが私のもとに来

て、非常に憤っておりました。というのも、学校

側、教育委員会側も、ここに書いてあるとおり誠

意が感じられない。いわば保身ですよね。我々は

悪くない、あなたの児童が悪いのだ。児童が主体

的にそういうことをやったということで、全然聞

いてくれないと。 

 実際、僕も教育委員会のほうに行って教育長、

教育部長とお話しさせていただいたのですが、僕

も気になったのは、当然その被害者のご両親、保

護者の方が同席しない中で話せない。これは、プ

ライバシーの守秘義務がありますので、それは分

かりますが、教育部長が言った、私どものところ

には呼んでいないので、そういったように促さな

いでくれといったのが全てそこに集約するのかな

と思います。つまり、教育委員会としては被害者

のご家族とはコミュニケーション取らないよとい

うふうに僕は取りました。その旨伝えたら、それ

は当初からそうだということを被害者の保護者の

方から聞いて、周りのお友達、ご交友されている

小学校の父母の方にもそういったことは伝わっ

て、どうなっているのだということが本当に切々

と僕のところに届いて、それでも教育委員会の対

応に関しては最後まで不満が残ったと。当事者の

先生が何とか解決に至ったということで、この後

は被害者の保護者の方も特段これ以上は責めるつ

もりはないとおっしゃっていました。なので、解

決されたということですが、その後どうですかと、

先生の対応もどうですかと聞いたら、心を入れ替

えたようで、被害に遭われる前の対応とは全く

180度変わったということで、無事解決したのかな

と思います。 

 しかしながら、ここまで何か月もこじれたとい

うことは、学校の対応にも教育委員会の対応にも

問題があったなというふうに思います。一応、こ

れは許可もらっているから言うのですけれども、

精神科にも通って精神判定もしてもらったと。問

題なかったということで結果なっていますが、学

校の対応としては子供がおかしいのではないかと

いうようなことも受けて、大変ショックだったそ

うです。そういった学校側に立つのではなく、保

護者、子供の立場になって積極的にお話を聞いて、

教育委員会にもちゃんと来てもらって、ちゃんと

教育委員会として話を聞くという対応を取ってい

ただきたいと思います。 

 答弁はできないということなので、言いたいこ

とを言って終わります。答弁結構です。 

〇議長（藤野博三君） ジャストミートあたる議

員の発言が終わりました。 

 発言順位８番、議席番号15番、白川議員の発言

を許します。 

〇15番（白川栄美子君） 令和７年第１回定例会

に当たり、さきに通告しております１件について

一般質問をいたします。 

 障がいのある人とのコミュニケーションハンド

ブックの活用状況について伺います。第７期余市

町障がい者計画の中に障害者への理解促進、差別

や偏見の解消及び障害のある人との交流機会の創

出について取り組むこととなっております。 

 公明党の提案で障害のある人とのコミュニケー

ションハンドブックも作成されており、昨年の代

表質問の中にハンドブックを活用し、相互理解の

啓発を推進していかれる答弁をされております

が、ハンドブックの活用状況についてお伺いいた

します。 

 以上１件、よろしくお願いいたします。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、白川議員の質問に

答弁します。 

 障害のある人のコミュニケーションハンドブッ

クについては、町民の皆様に様々な障害の特性を
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ご理解いただくよう、町のホームページで周知、

啓発し、適切な配慮につながるよう、その活用を

促しています。 

 また、昨年12月の民生委員協議会において、障

害ごとに配慮する内容の説明や活用方法などにつ

いて研修を実施しています。今後におきましても、

引き続き関係団体と連携しながら、障害をお持ち

の方々への理解促進に努めます。 

〇15番（白川栄美子君） 町長から答弁いただき

ました。 

 この心身障害者は増加しておりまして、特に知

的障害だとか、それから精神疾患の方も増えてお

ります。それに伴って高齢化も進んでいることは

間違いありません。町として、先ほども答弁にあ

ったように、推進されているとのことなのですけ

れども、障害の程度や能力に応じた施策もされて

いることは５年度の決算の中にも報告されており

ましたので、それは承知しておりますが、その中

でも自分が障害であっても、地域で働いている方

もいらっしゃるし、それぞれの施設で作業して僅

かな賃金をいただきながら一生懸命生活している

方もたくさんいらっしゃいます。そういったこと

を考えると、やはり事業者、雇い主にとっては障

害者への理解があってこそ、このように結びつい

ているのかなと思っております。 

 私は、障害のある方の支援は介護と一緒で、ち

ょっとした見守りが必要だと考えております。そ

れぞれの持った障害を理解することで、何かあっ

たときに偏見の目で見ない、手助けが必要なとき

にすんなりと手を差し伸べることができるといい

なという思いがあり、このサポートハンドブック

を提案して、作成していただいたわけですが、町

としてこのハンドブックはどのぐらい作成された

のか、まず伺っておきたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、白川議員の再質問

について答弁させていただきたいと思います。 

 ハンドブック、どのくらい作成したかというこ

となのですけれども、ハンドブックに関してはホ

ームページでＰＤＦで公開しております。印刷さ

れたものに関しては、もちろんホームページで公

開されていることもあり、100部ほど印刷しており

ます。これについては、役場ですとか福祉センタ

ー、福祉センター入舟分館、公民館、図書館など

に配付しております。 

〇15番（白川栄美子君） 100部程度印刷された。

あと、ホームページで公開していますよというお

話でした。ホームページを見ない方もいらっしゃ

るから、それはそれで町としての啓発につながっ

ているのかなと思うので、それはよろしいかと思

います。 

 ハンドブックを公共施設で、今町長の答弁の中

にも公民館だとか役場のところにも、いろいろな

ところに置かれている。私、特に沢町の福祉セン

ターなんかだったら、本当に利用者が多くて、そ

こにも多分置いてあるのかなと思っておりますの

で、それはそこに置くと見る機会がたくさんある

ので、これはよかったなと思っております。 

 今認知症のサポート養成講座も盛んに行われて

おりますけれども、障害者への理解を深めてもら

うためのサポート養成講座も障害者のためのサポ

ート養成講座も実施していくべきと考えておりま

すけれども、その部分はどのように考えておられ

るか答弁を伺いたいと思います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、白川議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 もちろんハンドブックを用いて、もちろんこの

ハンドブックありますけれども、どういう障害特

性と、それに対する接し方が書かれているもので

ございますが、先ほども言ったとおり、こういう

ハンドブックを活用しながら様々な関係団体とも

協力しながら、障害をお持ちの方に対しての理解

の促進には引き続き取り組むということでござい

ます。 

〇15番（白川栄美子君） 関係機関と連携という
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のも、絶対これは必要なことなのですけれども、

一般町民に対しての講座ということを考えると、

やはりホームページだけなら物足りないのかなと

いう気もしますし、また前回の質問の中で町内の

公立高校生の障害に対しての理解促進のための活

動の記事を前回紹介させていただいております。 

 このたびも３月３日の記事に同じ高校生の生徒

さんの自発的な活動の一端が道新に載っておりま

した。そのことを考えると、町としてももっと障

害に対して、目を向けているのだろうけれども、

一般の人を対象にした支援活動や取組をしていく

べきではないのかなと考えるのですけれども、こ

この部分をどのように捉えているか伺います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、白川議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 今後については、もちろん今ご指摘の紅志高校

ですけれども、授業の中でこのガイドブックを使

った研修をやったり、要望する団体、関係団体と

研修会を開催したりします。 

 この中で町民向けに関しては、もちろん要望が

あれば、どこか取りまとめの団体がないといけな

いのですが、関係団体と啓発について引き続き調

整をしていって、広く町民の皆様に理解していた

だくような活動をしていきたいというふうに思っ

ています。 

〇15番（白川栄美子君） 要望があればというこ

となのですけれども、介護のサポート養成講座が

どんどん町のほうから発信して、そういう状況を

つくっていくのですけれども、その障害者のほう

はなかなかそういう状況にはなっていないのかな

と思っております。そういった中では、こうやっ

て若い世代に障害を理解するということでは、ハ

ンドブックを活用しながら町民講座をどんどん開

いていってはどうかなと思っておりますし、また

町のほうから発信していく、講座を開くというの

を発信していくべきではないのかなと考えますの

で、再度そこの答弁だけを聞いて終わりたいと思

います。 

〇町長（齊藤啓輔君） 15番、白川議員の質問に

答弁させていただきたいと思います。 

 町のほうで障害者の理解促進の講座をしてはど

うかということでございますが、もちろんやらな

いということはなくて、必要に応じていろいろな

理解促進講座をやる中で担当のほうでそれについ

ても検討していくのではないかというふうに思い

ます。 

〇議長（藤野博三君） 白川議員の発言が終わり

ました。 

 これをもって一般質問を終結いたします。 

                       

〇議長（藤野博三君） お諮りいたします。 

 会議規則第９条第１項の規定に基づき、８日か

ら９日までの２日間は休会といたしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、８日から９日までの２日間は休会とす

ることに決しました。 

                              

〇議長（藤野博三君） お諮りいたします。 

 本日の会議は議事の都合により延会いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決しま

した。 

 なお、10日は会議規則第８条の規定に基づき、

午前10時から議会を再開いたします。 

 本日はこれをもって延会いたします。 

延 会 午後 １時４８分 
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